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上

山

草

人

年

譜

稿

貧

）

―
―
谷
崎
潤

一
郎
と
の
交
友
を
中
心
に
―
―

釜
削
童
こ
上
山
草
人
は
、
谷
崎
潤

一
郎
の
生
涯
の
親
友
の

一
人
で
、
日
本
の
近
代
演
劇
草
創
期
を
担

っ
た

一
人
で
も
あ
り
、
ま
た
、
サ
イ
レ
ン
ト
時
代
に
ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
で
活
躍
し
た
例
外
的
な
日
本
人

で
も
あ
る
。
が
、
そ
の
生
涯
に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
充
分
な
研
究
が
成
さ
れ
た
と
は
言
え
な
い
。

ま
た
、
谷
崎
と
の
交
友
関
係
の
詳
細
も
、
こ
れ
ま
で
は
必
ず
し
も
よ
く
は
分
か

っ
て
い
な
か

っ

た
。
そ
こ
で
、
不
充
分
な
が
ら
、
種
々
の
資
料
と
遺
族

へ
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
な
ど
か
ら
私
が
知
り

得
た
事
を
整
理
し
、
年
譜
形
式
に
ま
と
め
、
御
報
告
し
て
置
く
。

紙
数
の
都
合
で
、
参
考
文
献
の
記
載
は
簡
略
を
宗
と
し
、
初
回
の
み
や
や
詳
し
め
に
し
た
。
ま

た
、
参
照
文
献
の
内
容
と
、
細
江
の
私
注
を
区
別
す
る
た
め
に
、
【　
】
を
用
い
た
。
明
治
四
十

四
年
以
降
は

「甲
南
国
文
」
第
４９
号

（平
成
十
四
年
三
月
刊
）
に
掲
載
す
る
。

な
お
、
上
山
草
人
の
御
子
息

・
三
田
松
五
郎
さ
ん
と
御
令
嬢

・
高
橋
梅
代
さ
ん
か
ら
は
、
イ
ン

タ
ヴ
ュ
ー
に
御
協
力
い
た
だ
き
、
種
々
の
資
料
を
御
見
せ
頂
く
な
ど
、
御
尽
力
を
頂
き
ま
し
た
。

こ
こ
に
記
し
、
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

◆
明
治
十
七
年
◆

（“
軍
）

一
歳

１

。

３０

上
山
草
人
は
、
宮
城
医
学
校
教
授
上
山
五
郎
の
次
男
と
し
て
涌
谷
町
に
生
ま
れ
る
。

本
名

・
貞
。
母
は
角
川
浦
路
で
、
宮
城
県
涌
谷
町
の
名
門
の
医
者
の
娘
。
五
郎
と

は
愛
人
関
係
で
、
草
人
を
産
ん
で
す
ぐ
に
発
狂
し
た
た
め
、
草
人
は
母
の
顔
も
知
ら

ず
、
親
成
の
家
を
転
々
と
し
た

（も
つ
い
【ヽ
】≧

テ
レ
ビ
朝
日
系
列
で
全
国
放
映
さ
れ

た
東
日
本
放
送
開
局
２０
周
年
記
念

・
映
画
誕
生
１
０
０
年
特
別
企
画

「
ハ
リ
ウ
ッ
ド

糸田

江

を
駈
け
た
怪
優
　
異
端
の
人

・
上
山
草
人
」
で
の
草
人
の
甥

・
本
妻
の
次
男
の
子

・

宮
城
県
南
郷
町
在
住
の
伊
藤
高
古
氏
７４
歳
の
証
言
）
。

※
同
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
上
山
家
は
伊
達
家

一
門
涌
谷
伊
達
氏
の
典
医
の
家

柄
で
、
南
郷
町
出
身
。

※
草
人

『蛇
酒
』
に
よ
れ
ば
、
上
山
家
は
木
間
塚

（南
郷
町
）
の
豪
家
の
出
。
父
は

養
子
。

※
草
人
と
隣
家
で
同
じ
頃
に
生
ま
れ
た
と
い
う
菊
池
貞
二

『中
国
四
十
年
の
回
顧

秋
風
三
千
里
』
「上
山
草
人
と
私
」
に
よ
れ
ば
、
草
人
の
父

・
五
郎
は
南
郷
村
二
郷

出
身
で
、
秀
才
肌
。
旧
城
下
町
で
人
口
密
集
地
だ

っ
た
涌
谷
に
医
院
を
開
業
す
る

際
、
代
々
の
医
者
で
、
老
母
と
娘
だ
け
で
住
ん
で
い
た
角
川
家
を
借
り
、
や
が
て
娘

・
浦
路
と
関
係
を
生
じ
て
生
ま
れ
た
の
が
草
人
。
し
か
し
、
医
院
は
二
三
年
で
失
敗

し
、
五
郎
は
上
京
。
法
律
を
勉
強
し
て
弁
護
士
と
な
り

【？
】
、
仙
台
市
南
光
院
町

に
開
業
。
浦
路
は
発
狂
し
、　
一
生
、
狂
人
に
終
わ

っ
た
。
座
敷
牢
に
閉
じ
込
め
ら
れ

て
い
た
。
角
川
家
は
代
々
狂
人
を
出
す
の
で
有
名
だ

っ
た
。
草
人
の
祖
母

・
浦
路
の

継
母
に
当
た
る
人
も
発
狂
し
た
。
松
原
伝
吾
氏
は
、
「河
北
夕
刊
」
に
、
草
人
か
ら

「自
分
は
大
養
毅
の
落
胤
だ
か
ら
字
が
似
て
い
る
」
、
と
聞
い
た
と
書
い
て
い
る
。
草

人
と
い
う
号
も
、
大
養
の
木
堂
と
対
比
し
た
か
？

※
草
人

『大
養
健
の
こ
と
』
翁
文
芸
春
秋
」
Ｓ
２６
／
７
）
に
よ
れ
ば
、　
一
歳
上
に
兄

・
貞
亮
が
居
る
。
父
は
医
者
だ
が
、
大
養
毅
が
率
い
た
国
民
党
の
党
員
で
、
支
部
で

役
を
し
て
い
た
。
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◆
11 明
・ 治
13+
ノヽ

※
大
養
毅

の
息
子

・
健

の

『女
優
』
「
中
央
公
論
」
Ｓ
３
／
６
～
７
）
に
よ
れ

ば
、
草
人
の
父
は
新
聞
記
者
で
、
大
養
毅
と
自
由
民
権
運
動
で
面
識
が
あ
っ
た
と
す

Ｚθ
。

※
高
橋
梅
代
さ
ん

・
三
田
松
五
郎
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
草
人
本
人
は
、
誕
生
日
は
二
月

二
十
九
日
の
よ
う
に
言

っ
て
い
た
。
上
山
家
の
先
祖
は
駕
籠
掻
き
で
、
殿
様
の
前
で

お
な
ら
を
し
て
し
ま

い
、
お
尻
を
刀
で
刺
さ
れ
た
が
、
そ
の
ま
ま
目
的
地
ま
で
運

び
、
取
り
立
て
ら
れ
た
と
言
う
。
草
人
の
母
方
の
角
川
家
は
、
家
老
の
家
柄
で
、
上

山
家
と
は
格
が
違
う
。
母
の
浦
路
は
跡
取
り
娘
で
、
当
時
と
し
て
は
珍
し
く
高
等
教

育
を
受
け
、
幼
稚
園
教
育
に
携
わ
る
筈
だ

っ
た
。

※
草
人

『煉
獄
』
に
は
、
戸
籍
は

一
月
三
十
日
だ
が
、
父
に
訊
い
た
ら
口
ご
も

っ
て

「十
月
二
十
八
日
」
と
言

っ
た
が
、
流
石
に
可
哀
想
だ
と
思

っ
て
出
鱈
目
を
言

っ
た

の
だ
ろ
う
、
と
あ
る
。

年
◆

（“
田
）
二
歳

「読
売
新
聞
」
に
、
１４
日
の
工
学
会
で
、
三
田
守

一
が

「対
蝸
製
造
に
適
良
な
る
黒

鉛
産
地
の
噺
」
を
演
説
す
る
、
と
出
る
。

牛
込
区
市
ヶ
谷
甲
良
町
３４
番
地
に
三
田
千
枝

（後
の
山
川
浦
路
）
誕
生
。
父

・
三
田

守

一
は
、
旧
旗
本
で
帝
大
卒
の
鉱
物
学
専
攻
工
学
士
。
後
に
鉱
山
技
師
と
し
て
成
功

す
る
。
母

・
小
松
は
勝
海
舟
の
身
内
だ

っ
た
と
言
う
。
千
枝
は
愛
日
小
学
校

・
華
族

女
学
校
卒

（三
田
照
子

『
ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
怪
優
　
上
山
草
人
と
そ
の
妻
山
川
浦
路
し

※
高
橋
梅
代
さ
ん

・
三
田
松
五
郎
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
三
田
家
は
平
将
門
直
系
。
優
秀

家
系
。
し
か
し
、
千
枝
の
母

ｏ
小
松
は
元
芸
者
。

※
太
田
亮

『姓
氏
家
系
大
辞
典
』
に
よ
れ
ば
、
幕
臣
の
三
田
氏
は
、
武
蔵
国
荏
原
郡

三
田
郷
よ
り
起
こ
っ
た
桓
武
平
氏
相
馬
氏
族
で
、
将
門
の
子
孫
と
の
言
い
伝
え
も
あ

ＺＯ
。

※
和
田
利
政

「上
山
草
人
の
思
い
出
」
翁
樟
蔭
文
学
」
Ｓ
２９
／
６
）
に
よ
れ
ば
、
三

田
守

一
は
、
佐
佐
木
信
綱
の
親
戚
。

※
谷
崎

『上
山
草
人
の
こ
と
』
に
よ
れ
ば
、
母

・
小
松
は
元
治
元
年

（
“
貧
）
生
ま

れ
で
、
鹿
鳴
館
時
代
に
は
な
か
な
か
の
ハ
イ
カ
ラ
婦
人
だ

っ
た
と
言
う

【
『痴
人
の

愛
』
の
ナ
オ
ミ
の
祖
母
の
設
定
は
、
こ
れ
を
転
用
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
】
。

※
浦
路

「秘
密
の
楽
し
み
、
秘
密
の
苦
し
み
」
翁
中
央
公
論
」
Ｔ
７
／
７
）
に
よ
れ

ば
、
祖
先
は
旗
本
で
、
躾
が
厳
し
く
、
ど
ん
な
小
さ
な
嘘
も
厳
し
く
罰
さ
れ
た
為
、

正
直
病

・
開
け
っ
放
し
病
と
で
も
名
付
け
た
い
程
で
、
秘
密
と
い
う
も
の
は
持

っ
た

こ
と
が
な
い
、
と
述
べ
て
い
る
。

※
谷
崎

『上
山
草
人
の
こ
と
』
に
よ
れ
ば
、
浦
路
は
長
身
の
草
人
と
同
じ
く
ら
い
の

大
柄
で
、
顔
立
ち
に
気
品
が
あ

っ
た
。
草
人
が

「白
象
の
よ
う
な
」
と
か

「大
奥
の

御
殿
女
中
の
よ
う
な
」
と
形
容
し
た
の
が
、
い
か
に
も
そ
の
通
り
の
感
じ
だ

っ
た
。

※
大
養
健
の

『女
優
』
に
よ
れ
ば
、
浦
路
は
身
長
五
尺
五
六
寸

（ま
呵
～
】ざ

ｏヨ
）。

声
の
い
い
、
唐
代
の
埴
輪
人
形
の
よ
う
に
表
情
の
大
ま
か
な
、
い
つ
も
落
ち
着
い
て

い
る
、
し

っ
か
り
者
だ
が
心
持
ち
の
細
か
い
、
立
派
な
人
だ

っ
た
。

※
平
凡
社

『世
界
大
百
科
事
典
』
「身
長
」
に
よ
れ
ば
、
日
本
人
成
人
男
子
の
平
均

身
長
は
、
明
治
初
期

願
い
のヨ
、
大
正
末
期

ま
ｏ
ｏヨ
、
女
子
は
男
子
よ
り
１０
～
１２

ｃｍ

低
か

っ
た
。

◆
明
治
十
九
年
◆

（“
駅
）
三
歳

７

・
２４

一
谷
崎
潤

一
郎
誕
生
。
後
に
草
人
の
親
友
と
な
る
。

◆
明
治
二
十

一
年
◆

（“
円
）
五
歳

★
こ
の
年
か
？

『蛇
酒
』
に
よ
れ
ば
、
五
六
歳
の
頃
、
仙
台
市
の
劇
場
で
、
美
し

い
お
姫
様
に
武
士
が
刀
を
振
り
上
げ
る
場
面
に
恐
怖
と
同
時
に
快
感
を
抱
き
、
そ
れ

が
後
の
サ
ド

・
マ
ゾ
ヒ
ズ
ム
の
原
因
と
も
な
り
、
ま
た
こ
の
頃
か
ら
非
常
な
芝
居
好

き
に
な
る
原
因
と
も
な

っ
た
。

※

「
ハ
リ
ウ
ッ
ド
を
駈
け
た
怪
優
」
パ
ン
フ
レ
ツ
ト
は
、
草
人
は
９
歳
の
時
に
仙
台

の
本
宅
に
引
き
取
ら
れ
た
と
す
る
。
ま
た
、
同
パ
ン
フ
レ
ツ
ト
に
よ
れ
ば
、
当
時
の

上
山
家
跡
地
は
、
国
道
四
号
線

（ケ
ヤ
キ
並
木
の
青
葉
通
り
）
に
面
し
、
現
在
、
日

本
興
業
銀
行
仙
台
支
店
ビ
ル
が
建

っ
て
い
る
。
か
つ
て
の
上
山
家
別
邸

（現
在
、
上

山
家
本
宅
）
の
母
屋

「南
山
閣
」
は
江
戸
時
代
末
期
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
正
岡

子
規
や
落
合
直
文
な
ど
の
文
人
墨
客
が
逗
留
し
た
事
で
も
知
ら
れ
る
。

※

『蛇
酒
』
に
よ
れ
ば
、
上
山
家
は
、
下
男
下
女
を
会
わ
せ
る
と
家
族
は
二
〇
人
以
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◆
5明
・ 治
28 二
十

｀
谷 母 せ 草 れ を え

°
父 気 発 て 父

が
｀   た 芸 体 ろ よ  の 少

あ こ   こ 術 内 う れ  重 年
る の   と を を と ば  厚 時°
年   が 持 流 し ｀  な 代

※
た
だ
し
、
ヨ
ア

ミ
く
ユ
ご

ｏｏ
ミ
∪
”
、い
‐
ｏ
″
”〓
邑

で
は
、
出
生
地

一
神
奈
川
県
横

浜
市
、
生
年
月
日

一
明
治
２９
年
５
月
２８
日
と
記
載
。

※
大
川
新
太
郎

「新
劇
団
裏
面
史
」
翁
劇
団
春
秋
」
Ｔ
ｌ２
／
９
）
に
よ
れ
ば
、
孔
雀

は
、
本
名
牛
円
貞
子
。
父
は
ス
ペ
イ
ン
公
使
館
に
い
た
が
、
父
の
死
後
、
母
弟
妹
と

大
森
辺
り
に
淋
し
く
暮
ら
し
て
い
た

（大
笹
吉
雄

『
日
本
現
代
演
劇
史
』
で
は
大
使

館

一
等
書
記
官
の
娘
と
す
る
）
。

※

「読
売
新
聞
」
Ｔ
２

・
３

ｏ
２‐
記
事

「近
代
劇
の
新
女
優
」
に
よ
れ
ば
、
衣
川
孔

雀
は
旧
西
班
牙
公
使
館
員

・
牛
田
競

一
令
嬢

・
貞
子

（１８
）
ｏ
現
独
逸
大
使

・
杉
村

虎

一
の
姪
。　
一
昨
年
、
実
践
女
学
校
卒
。
英
人
サ
ム
ス
夫
人

【京
橋
区
明
石
町
に
あ

っ
た
私
塾
欧
文
正
鵠
学
館
の
創
設
者

旨
８
８

旨
日
ヨ
①あ

の
娘
か
？
】
に
語
学
を
学

ん
だ
。
教
養
品
格
は
充
分
で
、
容
姿
は
松
井
須
磨
子

・
森
律
子
を
折
哀
し
た
観
が
あ

り
、
体
格
は
両
者
を
上
回
る
。

※

「東
京
日
日
新
聞
」
Ｔ
５

ｏ
３

ｏ
２９
記
事

「衣
川
孔
雀
が
尼
と
発
狂
の
噂
」
に
よ

れ
ば
、
孔
雀
の
父

・
牛
円
競

一
は
、
大
正
五
年

一
月
下
旬
、
死
去

【競

一
は
数
え
年

五
十
九
歳
で
死
去
し
た
こ
と
に
な
る
】
。
元
ス
ペ
イ
ン
公
使
館
館
員
。
そ
の
後
、

種
々
の
事
業
に
携
わ
り
、　
一
時
は
数
十
万
の
財
産
を
成
し
た
が
、
十
年
前
か
ら
精
神

に
異
常
を
来
た
し
、
巣
鳴
病
院
に
入
院
し
て
い
た
。

※

「読
売
新
聞
」
Ｍ
３７

・
７

・
２４
記
事

「摩
天
嶺
負
傷
者
牛
円
大
尉
」
に
よ
れ
ば
、

牛
円
重
二
郎
大
尉

（３６
）
は
石
川
県
出
身
。
父

・
元
吉
、
兄

・
競

一

（麻
布
我
善
坊

町
住
）
。

◆
明
治
三
十

一
年
◆

（“
況
）
十
五
歳

４
　

　

　

　

　

　

　

）
‥

◆
明
治
三
十
二
年
◆

（あ
３
）
十
六
歳

４
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一

◆
明
治
三
十

９

・

２３

一

◆
明
治
三
十

◆
明
治
三
十

】〇
‘＞
∞い
いヽ
）

三
年
◆

（３
８
）
十
七
歳

三
田
小
枝

（後
の
上
山
珊
瑚
）
誕
生
。
千
枝

（後
の
山
川
浦
路
）
の
妹
。
翁
日
本
映

画
俳
優
全
集

・
女
優
編
』
も
８

【ヽドヽ
〓

「キ
ネ

マ
旬
報
」
増
刊
）

四
年
◆

（も
２
）
十
八
歳

★

『佐
藤
清
全
集
』
の
年
譜
に
よ
れ
ば
、
佐
藤
清
は
こ
の
年
か
ら
翌
年
に
掛
け
て
、

草
人
や
塩
釜
正
吉

（Ｍ
ｌ７
／
Ｈ
生
ま
れ
。
の
ち
ド
イ
ツ
文
学
者
）
と
淡
煙
会
を
作

り
、
「七
星
」
と
い
う
小
型
の
文
学
雑
誌
を
編
集
。
子
規
派
の
俳
句
を
始
め
る
。
草

人
は

「半
月
」
と
号
し
て
い
た
。

※
高
橋
梅
代
さ
ん

・
三
田
松
五
郎
さ
ん
に
よ
れ
ば
、
こ
の
頃
か
ら
、
草
人
は
俳
句
の

投
稿
を
始
め
た
。
草
人
は
蕪
村

・
西
行
が
好
き
だ

っ
た
。
芭
蕉
は
好
ま
な
か

っ
た

【子
規
の
影
響
も
あ
ろ
う
】
。

六
年
◆

（も
８
）
二
十
歳

三
田
千
枝

（浦
路
）
は
華
族
女
学
校
を
優
等
で
卒
業
す
る
。
千
枝
の
婚
約
者
は
、
大

学
卒
業
後
、
す
ぐ
に
結
核
で
死
亡
。
Ｔ
一田
照
子

『
ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
怪
優
し

※
千
枝
の
婚
約
者
は
介
三
郎
。
三
田
家
は
優
秀
家
系
で
、　
一
族
の
殆
ど
が

一
高

・
東

大
。
介
三
郎
も
秀
才
だ

っ
た
。
（工
藤
美
代
子

『聖
林
の
モ
ン
ゴ
ル
王
子
Ｌ

※

『
石
井
柏
亭
自
伝
』
に
よ
れ
ば
、
千
枝
の
父

・
三
田
工
学
士
は
滝
村
家
の
長
女
と

結
婚
し
て
お
り
、
滝
村
家
の
遠
縁
に
当
た
る
介
三
郎
が
千
枝
の
養
子
婿
に
な
る
筈
だ

っ
た
。
し
か
し
、
介
三
郎
は
大
学
を
卒
業
後
、
肺
を
患
い
、
湘
南
の
病
院
で
亡
く
な

り
、
そ
の
後
に
草
人
が
養
子
に
入

っ
た
。

草
人
は
仙
台
三
中

（現
在
の
仙
台
三
高
）
を
卒
業
し
た
か
？

※

『佐
藤
清
全
集
』
の
年
譜
に
よ
れ
ば
、
佐
藤
清
は
こ
の
年
、
仙
台
三
中
を
卒
業
し

て
、
三
高
に
進
学
。

※
和
田
利
政

「上
山
草
人
の
思

い
出
」
に
よ
れ
ば
、
草
人
が
卒
業
で
き
た
の
は
全
く

カ
ン
ニ
ン
グ
の
御
蔭
だ

っ
た
と
、
当
時
の
級
友
中
村
某
が
証
言
し
て
い
る
。

草
人
は
東
京
に
遊
学
。
犬
養
毅
宅

へ
寄
宿
し
、
早
稲
田
大
学
文
科

へ
通
う

（「
ハ
リ

ウ
ッ
ド
を
駈
け
た
怪
優
」
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
所
載
上
山
草
人
年
譜
で
は
三
十
五
年
と
す

る
）
。

※
石
橋
湛
山
の

『湛
山
回
想
』
に
よ
れ
ば
、
当
時
、
官
立
高
等
学
校
は
３
年
制
で
９

月
始
ま
り
だ

っ
た
が
、
早
稲
田
は
、
明
治
三
十
四
年
、
大
学
を
名
乗

っ
た
時
か
ら
、

高
等
予
科
を
４
月
始
ま
り
の
１
年
半
に
し
て
い
た
。

※
草
人

『大
養
健
の
こ
と
』
に
よ
れ
ば
、　
一
歳
上
の
兄

・
貞
亮
と

一
緒
に
大
養
家
に

寄
宿
し
、
早
稲
田
に
通
学
し
た
。
草
人
は
テ
ニ
ス
部
の
選
手
兼
文
学
部
の
ラ
ン
ニ
ン

グ
の
選
手
に
な
り
学
業
を
怠
り
、
運
動
に
熱
中
し
た
。
安
部
磯
雄
先
生
と
も
組
ん

だ
。
大
養
の
娘

・
操
が
華
族
女
学
校
の
テ
ニ
ス
の
選
手
に
な

っ
た
た
め
、
書
生
た
ち

で
大
養
邸
の
広
い
庭
園
の
芝
生
に
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
作
り
、
球
の
打
ち
方
を
教
え
た

【谷
崎
は

『鮫
人
』
で
、
梧
桐
寛
治
が
学
生
時
代
、
テ
ニ
ス
と
ボ
ー
ト
の
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
だ

つ
た
と
し
て
い
る
】
。

※

「読
売
新
聞
」
Ｔ
ｌ５

ｏ
７

・
‐７
記
事

天
可
は
老
ひ
て
も
昔
は
選
手

（Ｈ
と

に
よ

れ
ば
、
日
本
庭
球
協
会
の
針
重
敬
喜
は
、
早
稲
田
時
代
、
草
人
と
組
ん
で
活
躍
し

た
。
当
時
、
早
稲
田
の
庭
球
部
は
高
師

・
慶
応

ｏ
高
商
ら
に
連
戦
連
勝
、
部
長
の
安

部
磯
雄
は
野
球
部
長
も
兼
ね
、
両
部
合
同
で
伊
東
や
鎌
倉
で
夏
季
練
習
を
や
っ
た
。

草
人
は
大
養
木
堂
に
寄
食
し
て
早
稲
田
に
学
び
、
秀
才
の
誉
れ
高
く
、
愛
嬢

・
操
子

の
女
婿
に
な
る
の
だ
ろ
う
と
友
達
仲
間
を
羨
ま
し
が
ら
せ
た
が
、
操
は
芳
沢
謙
吉
の

も
の
と
な
り
、
草
人
は
浦
路
と
恋
仲
に
な

っ
た
も
の
の
、
な
か
な
か
仲
を
許
さ
れ

ず
、
困
ら
さ
れ
た
。

※
草
人

『劇
壇
秘
話
』
「
中
央
公
論
」
Ｓ
５
／
５
）
に
よ
れ
ば
、
草
人
は
早
稲
田
大

学
で
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
だ
つ
た
。

※
大
養
健

『女
優
』
に
よ
れ
ば
、
草
人
は
、
黒
目
が
恐
ろ
し
く
大
き
く
、
印
象
の
強

い
容
貌
。
器
用
で
、
油
絵
を
描
き
、
素
人
芝
居
の
幹
事
で
、
文
科
の
競
争
選
手
で
、

早
稲
田
大
学
に
庭
球
部
を
創

っ
た

一
人
。
熱
情
家
。

明
治
座
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
巡
業
か
ら
帰
国
し
た
川
上
音
二
郎
が
、
正
劇
運
動
の
第
二

弾
と
し
て
、
二
月
の

『オ
セ
ロ
』
に
続
い
て
、
土
肥
春
曙
の
翻
訳
で
、
『ヴ

ェ
ニ
ス

の
商
人
』
の

「法
廷
の
場
」
を
上
演
。
音
二
郎
の
シ
ャ
イ
ロ
ッ
ク
が
か
な
り
評
判
に

な
り
、
興
行
的
に
は
大
成
功

（木
村
錦
花

『明
治
座
物
語
Ｌ
。

６

ｏ

４
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９

・

１３

１０

・

３

～

４

※
座
談
会

「新
劇
三
十
五
年
史
を
語
る
」
翁
テ
ア
ト
ロ
」
Ｓ
ｌ３
／
Ｈ
）
で
、
草
人
が

言
及
。
新
劇
の
祖
は
川
上
音
二
郎
だ
、
と
し
、
草
人
も
新
劇
運
動
を
起
こ
し
た
当
初

は
、
川
上
や
新
派
に
対
し
て
不
満
を
持

っ
て
い
た
が
、
後
に
は
、
書
い
て
ば
か
り
い

て
実
演
は
ほ
ん
の
数
日
し
か
し
な
い
小
山
内
薫
ら
の
劇
運
動
家
よ
り
、
先
駆
的
な
仕

事
を
ど
ん
ど
ん
実
行
に
移
し
て
行

っ
た
川
上
に
共
感
し
、
自
ら
も
実
行
を
重
視
し

た
、
と
述
べ
て
い
る
。

※
田
中
栄
三

『新
劇
そ
の
昔
』
に
よ
れ
ば
、
草
人
が
最
初
に
師
事
し
た
藤
沢
浅
二
郎

は
、
明
治
３４
／
４
～
３５
／
８
、
川
上
夫
妻
の
欧
州
巡
業
に
同
行
し
た
。
こ
の
時
、
土

肥
春
曙
も
、
通
訳
兼
文
芸
部
員
と
し
て
同
行
し
た
が
、
一騰
沢
と
は
と
て
も
仲
が
良
く
、

ホ
テ
ル
で
は
い
つ
も
相
部
屋
で
、
一謄
沢
を

「
お
ふ
じ
」
と
呼
ん
で
、
女
房
扱
い
し
た
。

帰
国
後
、
貞
奴
は
女
優
養
成
所
、
藤
沢
は
俳
優
養
成
所
の
創
設
者
と
な
り
、
土
肥
も

文
芸
協
会
演
劇
研
究
所
の
講
師
と
な
っ
た
の
は
、
欧
州
の
俳
優
学
校
を
見
学
し
た
影

響
だ
ろ
う

【草
人
は
藤
沢
か
ら
川
上
の
話
を
聞
く
機
会
が
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
】
。

九
代
目
市
川
団
十
郎
死
去
。
同
年
、
二
月
十
八
日
五
代
目
尾
上
菊
五
郎
、
翌
年
八
月

七
日
初
代
市
川
左
団
次
と
名
優
の
相
次
ぐ
死
で
、
歌
舞
伎
は

一
時
、
人
気
を
落
と

し
、
代
わ

っ
て
新
派
が
全
盛
を
迎
え
る
。

本
郷
座
で
川
上
音
二
郎
が
我
が
国
初
の
お
伽
芝
居

『狐
の
裁
判
』
『浮
か
れ
胡
弓
』

を
上
演

（冨
田
博
之

『
日
本
児
童
演
劇
史
し

【後
に
草
人
が
有
楽
座
の
お
伽
芝
居
に

参
加
し
た
の
は
、
こ
の
公
演
に
刺
激
さ
れ
た
面
も
あ
る
か
？
】
。

※
土
肥
春
曙
も
、
川
上
夫
妻
と
の
欧
州
巡
業
の
見
間
を
も
と
に
、
「児
童
と
演
劇
」

翁
少
年
界
」
Ｍ
３８
／
４
）
で
、
学
校
や
家
庭
に
お
け
る
子
供
の
演
劇
活
動
の
意
義
を

述
べ
、
明
治
の
演
劇
教
育
論
と
し
て
貴
重
と
さ
れ
る

（冨
田
博
之

『
日
本
児
童
演
劇

史
）
。

本
郷
座
で
川
上
音
二
郎
が
山
岸
荷
葉
の
翻
案
で

『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』
を
上
演
。
葉
村
年

丸

（
ハ
ム
レ
ッ
ト
）
を
音
二
郎
、
織
江

（オ
フ
ィ
ー
リ
ア
）
を
貞
奴

（大
笹
吉
雄

『
日
本
現
代
演
劇
史
し
。

本
郷
座
で
新
派
が
ト
ル
ス
ト
イ
原
作
山
岸
荷
葉
翻
案

『復
活
』
全
六
幕
を
上
演
。
初

日
の

「読
売
新
聞
」
所
載

「本
郷
座
新
狂
言
略
筋
」
に
よ
れ
ば
、
ネ
フ
リ
ュ
ー
ド
フ

は
法
科
大
学
生

（
の
ち
判
事
）
米
倉
道
夫

（正
夫
？
）
、
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
は
升
原
勝

代
と
変
え
ら
れ
、
箱
根
塔
の
沢
の
米
倉
伯
爵
別
邸
で
契
り
を
結
ぶ
が
別
れ
、
十
年

後
、
勝
代
は
新
橋
芸
者
と
な
り
、
情
夫
が
勝
代
の
旦
那
を
毒
殺
し
た
際
、
犯
人
と
疑

わ
れ
、
裁
判
所
で
今
は
裁
判
長
と
な

っ
て
い
る
道
夫
と
再
会
。
道
夫
の
努
力
に
も
か

か
わ
ら
ず
無
期
徒
刑
と
な
り
、
道
夫
は
黒
西
伯
爵
令
嬢
と
の
婚
約
を
破
棄
す
る
、
と

い
っ
た
も
の
。
道
夫
を
佐
藤
歳
三
、
勝
代
を
藤
沢
浅
二
郎
が
演
じ
て
い
る
。

※

『復
活
』
著
作
権
を
巡
る
島
村
抱
月
と
の
裁
判
の
際
、
草
人
は

「武
器
の
奪
ひ
合

ひ

（下
と

Ｇ
読
売
新
聞
」
Ｔ
４

・
３

・
１３
）
で
、
コ
復
活
』
は
十
数
年
前
、
藤
沢

浅
二
郎

・
佐
藤
歳
三
が
本
郷
座
で
姉
崎
博
士
ら
の
助
言
の
も
と
に
演
じ
、
そ
の
後

様
々
な
新
派
俳
優
に
よ

っ
て
や
り
古
さ
れ
た
も
の
だ
」
と
述
べ
て
い
る

【草
人
は
こ

の
舞
台
を
観
た
可
能
性
が
高

い
。
姉
崎
嘲
風
の
助
言
な
ど
内
幕
に
通
じ
て
い
る
の

は
、
こ
の
時
既
に
藤
沢
浅
二
郎
の
も
と
に
出
入
り
し
て
い
た
か
、
後
に
藤
沢
か
ら
聞

い
た
か
で
あ
ろ
う
】
。

◆
明
治
三
十
七
年
◆

（も
８
）
二
十

一
歳

２

・

１０

日
露
戦
争
勃
発
。

※

「新
劇
三
十
五
年
史
を
語
る
」
で
、
草
人
は
、
「新
派
に
入

っ
た
の
日
露
戦
争
勃

発
の
年
」
と
発
言
。

※

『蛇
酒
』
に
よ
れ
ば
、
草
人
は
上
京
後
間
も
な
く
土
肥
春
曙
に
接
近
し
、
春
曙
か

ら
新
派
俳
優
藤
沢
浅
二
郎
を
紹
介
さ
れ
、
新
派
の
群
れ
に
投
じ
た
が
、
学
生
だ

っ
た

た
め
も
あ

っ
て
、
そ
り
が
合
わ
な
か

っ
た
。

※

「新
劇
三
十
五
年
史
を
語
る
」
第
二
回
で
草
人
は
、
土
肥
春
曙
と
藤
沢
浅
二
郎
は

親
し
か

っ
た
と
発
言
。

※
上
山
草
人

『新
劇
壇
思
出
話

「
こ
れ
が
私
の
小
便
」
―
諸
国
十
九
君
を
迎

へ
る
に

就
て
―
』
翁
苦
楽
」
Ｔ
ｌ４
／
８
）
に
よ
れ
ば
、
早
稲
田
大
学
通
学
の
傍
ら

「星

貞
」

と
い
う
仮
名
で
藤
沢
の
内
弟
子
格
と
な
る
。

日
露
戦
争
緒
戦
戦
勝
に
際
し
て
、
東
京
で
市
民
大
祝
捷
会
が
開
か
れ
、
十
万
人
余
り

が
集
ま
り
、
大
規
模
な
提
灯
行
列
が
行
わ
れ
た

（「時
事
新
報
」
な
ど
）
。

※
こ
の
夜
か
？
　
『蛇
酒
』
に
よ
れ
ば
、
提
灯
行
列
の
夜
、
海
軍
省
構
内
の
葉
桜
の
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木
下
間
で
草
人
は
浦
路
と
意
中
を
語
り
合

っ
た
。

※
大
養
健

『女
優
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
か
？
　
提
灯
行
列
の
日
、
健
は
草
人
が
浦

路
に

「
（操
が
）
冷
た
い
」
と
訴
え
る
の
を
盗
み
聞
く
。

※
三
田
照
子

『
ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
怪
優
』
に
よ
れ
ば
、
草
人
は
操
と
愛
し
合
う
よ
う
に

な

っ
た
が
、
大
養
家
は
反
対
し
、
操
を
座
敷
牢
に
閉
じ
込
め
た
。

※
操
は
外
交
官
の
芳
沢
謙
吉
と
結
婚
し
た
。

※
大
養
健
の

『女
優
』
は
、
操
が
急
に
結
婚
す
る
こ
と
に
な

っ
た
の
も
、
草
人
と
の

恋
愛
の
せ
い
だ

っ
た
と
仄
め
か
し
て
い
る
。

こ
の
年
？
　
一早
人
は
早
稲
田
大
学
に
進
学
。

※
和
田
利
政

「上
山
草
人
の
思
い
出
」
で
は
英
文
科
と
す
る
。

※
水
谷
八
重
子
の

「
お
ぢ
さ
ん
の
御
本
の
た
め
に
」
「
素
顔
の
ハ
リ
ウ
ッ
ド
し

に

よ
れ
ば
、
水
谷
竹
紫
と
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
だ

っ
た
。
そ
の
縁
で

（？
）
八
重
子
は
近
代

劇
協
会
の
厳
し
い
舞
台
稽
古
を
見
て
、
こ
わ
い
お
ぢ
さ
ん
だ
と
思

っ
た
。

※
松
居
松
翁

「我
歌
舞
伎
の
永
遠
性
」
「
演
芸
画
報
」
Ｓ
５
／
２
）
に
よ
れ
ば
、
早

稲
田
で
三
本
武
吉
と
同
窓
。

※

『蛇
酒
』
に
よ
れ
ば
、
同
郷
の
友
人

・
寺
木
定
芳
と
は
、
小
中
学
校

・
早
稲
田
の

文
科
ま
で

一
緒
だ

っ
た
が
、
寺
木
は
ア
メ
リ
カ
に
留
学
し
て
歯
科
医
に
な

っ
た
。

『煉
獄
』
に
、
早
稲
田
時
代
、
寺
木
の
友
人
で
草
人
も
知

っ
て
い
た
人
物
と
し
て
、

詩
人
の
星
野
水
裏
の
名
も
出
る

【寺
木
定
芳
は
、
の
ち
衣
川
孔
雀
と
結
婚
。
泉
鏡
花

の
取
り
巻
き
で
、
著
書

『人
、
泉
鏡
花
』
あ
り
】
。

※
工
藤
美
代
子

『聖
林
の
モ
ン
ゴ
ル
王
子
』
に
よ
れ
ば
、
草
人
は
鈴
木
悦
と
、
早
稲

田
時
代
か
ら
の
友
人
だ

っ
た
。

※
草
人
の

「不
動
尊
信
仰
談
」
に
よ
れ
ば
、
逍
遥
の
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
講
義
に
深
く

感
銘
を
受
け
た
。

※

「新
劇
三
十
五
年
史
を
語
る
」
で
は
、
「逍
遥
は
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ

ア
は
時
代
を

超
越
し
て
永
遠
に
残
る
と
力
説
、
芝
居
の
米
の
飯
だ
と
言

っ
て
い
た
」
、
と
発
言
。

本
郷
座
で
新
派
の
高
田

・
河
合

・
藤
沢
ら
が
ゲ
ー
テ
原
作
松
居
松
葉
翻
案

「
フ
ラ
ン

チ

ェ
ス
カ
の
恋
」
と
泉
鏡
花
原
作

コ
局
野
聖
」
を
上
演
。
以
後
、
明
治
四
十
年
ま

で
、
新
派
の
第

一
次
全
盛
期

・
所
謂
本
郷
座
時
代
が
始
ま
る

（柳
永
二
郎

『新
派
の

六
十
年
』
大
笹
吉
雄

『
日
本
現
代
演
劇
史
し
。

※
伊
原
青
々
園

「明
治
三
十
七
年
の
劇
界
」
翁
白
百
合
」
Ｍ
３８
／
１
）
は
、
新
派
の

見
物
客
の
中
心
が
、
学
生
に
な

っ
た
こ
と
を
指
摘
。
柳
永
二
郎

『新
派
の
六
十
年
』

に
寄
せ
た
久
保
田
万
太
郎
の
序
文

（Ｓ
２３
／
９
）
で
も
、
歌
舞
伎
に
比
べ
る
と
、
新

派
の
見
物
層
は
、
大
部
分
が
高
等
学
校
以
上
の
学
生
で
、
知
的
レ
ベ
ル
が
ぐ
ん
と
高

か

っ
た
こ
と
、
新
派
も
演
出
に
工
夫
を
凝
ら
し
、
「本
郷
座
式
」
と
い
う
言
い
方
を

さ
え
生
ん
だ
位
、
写
実
の
限
り
を
尽
く
し
た
こ
と
、
し
か
し
、
新
派
の
現
代
劇
は
、

遂
に
上

っ
面
の
写
実
を
出
な
か

っ
た
こ
と
、
を
指
摘
し
て
い
る
。

八
年
◆

（も
８
）
二
十
二
歳

☆
こ
の
年
か
？
　
一早
人

『大
養
健
の
こ
と
』
に
よ
れ
ば
、
大
養
家
か
ら
は

一
二
年
で

出
て
、
戸
塚
の
蝦
暮
館
と
い
う
下
宿
に
入

っ
た
。
隣
室
に
野
球
部
の
橋
戸
頑
鉄

・
弓

館
小
鰐

・
押
川

・
泉
谷
ら
が
陣
取

っ
て
い
た
。

※
木
村
毅

『
日
本
ス
ポ
ー
ツ
文
化
史
』
に
よ
れ
ば
、
橋
戸
と
押
川
は
明
治
３５
年
に
、

そ
れ
ぞ
れ
青
山
学
院

・
郁
文
館
中
学
か
ら
入
学
。
３８
年
４
ヽ
６
月
に
は
ア
メ
リ
カ
遠

征
に
行

っ
て
い
る
。

☆
大
養
健

『女
優
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
年
か
？
　
一早
人
は
絵
の
制
作
の
都
合
が
あ
る

と
言

っ
て

【？
】
大
養
家
の
近
所
の
寺
の
離
れ
に
移

っ
た
。
そ
の
頃
、
草
人
は
既
に

美
術
学
校
に
転
校
し
て
い
た

【？
】
。
そ
の
為
、
上
山
家
と
も
大
養
家
と
も
ま
ず

い

関
係
に
な
り
、
健
だ
け
が
始
終
遊
び
に
行

っ
て
い
た
が
、
や
が
て
、
そ
こ
で
浦
路
と

出
会
う
よ
う
に
な
っ
た
。
草
人
は
送
金
も
断
た
れ
た
た
め
、
毎
朝
、
牛
乳
配
達
を
し

て
い
た
。

※

「新
劇
三
十
五
年
史
を
語
る
」
で
の
長
田
秀
雄
の
発
言
に
よ
れ
ば
、
草
人
は
明
治

三
十
九
、
四
十
年
頃
、
喜
久
井
町
の
西
方
寺
と
い
う
尼
寺
に
居
た
。

吉
井
勇
が
早
稲
田
大
学
高
等
予
科
文
科
入
学
。
吉
井
は
明
治
四
十

一
年
六
月
に
予
科

の
ま
ま
退
学
。

※
谷
崎

『上
山
草
人
の
こ
と
』
に
よ
れ
ば
、
吉
井
は
早
稲
田
で
草
人
と
知
り
合

っ

た
。

◆
明
治
三
十
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◆
明
治
三
十

２

・

１７

一

牛
込
赤
城
神
社
境
内
清
風
亭
で
、
坪
内
逍
遥
の
指
導
す
る
朗
読
研
究
会
の
発
表
会
が

行
わ
れ
、
東
儀
鉄
笛

・
土
肥
春
曙

・
水
口
薇
陽
ら
が

「妹
山
背
山
」
を
朗
読
し
た

（田
中
栄
三

『明
治
大
正
新
劇
史
資
料
し
。

※

「新
劇
三
十
五
年
史
を
語
る
」
で
草
人
が
言
及
。
草
人
も
聴
き
に
行

っ
た
か
？

本
郷
座
で
新
派
合
同
の

『金
色
夜
叉
』
（柳
永
二
郎

『新
派
の
六
十
年
）
。

※

『蛇
酒
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
、
草
人
が
初
舞
台
を
踏
ん
だ
。

※

「新
劇
三
十
五
年
史
を
語
る
」
第
二
回
で
草
人
は
、
当
時
試
み
ら
れ
た
漢
文
崩
し

の
セ
リ
フ
の

一
例
と
し
て
、
荒
尾
譲
介
の
高
田
実
が
幕
切
れ
に

「渇
し
て
も
盗
泉
の

水
は
呑
ま
ん
ぢ
ゃ
あ
」
と
大
見
得
を
切

っ
て
太
鼓
を
ド
ン
と
打
た
せ
、
後
は
下
駄
の

音
と
太
鼓
の
へ
り
を
叩
く
音
と
合
わ
せ
て
花
道
を
入

っ
た
の
を
知

っ
て
い
る
、
と
発

言
。
こ
の
時
の
事
と
推
定
で
き
る
。

※
松
居
松
翁

「我
歌
舞
伎
の
永
遠
性
」
に
よ
れ
ば
、
星

定

【？
】
の
芸
名
で
、
五

味
国
太
郎

・
関
根
達
発

・
新
井
淳

・
横
山
運
平
ら
と
同
輩
。
花
柳
章
太
郎
よ
り
先

輩
。
『金
色
夜
叉
』
が
初
役
。
勧
善
懲
悪
の
意
味
で
、
大
詰
に
金
色
の
夜
叉
が
現
れ

て
、
河
合
武
雄
の
赤
樫
満
枝
を
中
空
に
引
き
さ
ら
う

一
幕
が
付
け
加
え
ら
れ
て
い

た
。
そ
の
夜
叉
に
扮
す
る
事
に
な
り
、
力
士
役
に
使
う
肉
襦
袢
を
着
て
そ
の
上
に
金

泥
を
塗
り
、
顔
も
金
色
に
塗

っ
た
。
夜
叉
が
赤
樫
に
腕
を
伸
ば
す
と
、
河
合
が
宙
乗

り
に
な

っ
て
雲
の
間

へ
姿
を
消
す
と
い
う
趣
向
。
こ
れ
が
当
た

っ
て
二
十
日
間
、
案

外
評
判
だ

っ
た
。

※
谷
崎

『上
山
草
人
の
こ
と
』
で
は
、
草
人
の
美
術
学
校
時
代
の
こ
と
と
す
る
が
、

誤
り
。

※
田
中
栄
三

『新
劇
そ
の
昔
』
に
よ
れ
ば
、
草
人
は
不
断
、
髪
の
毛
を
大
百
の
質
の

よ
う
に
突
立
て
、
目
を
般
若
の
よ
う
に
ギ
ョ
ロ
つ
か
せ
な
が
ら
、
大
部
屋
を
の
し
歩

い
て
い
た
の
で
、
『金
色
夜
叉
』
出
演
以
来
、
皆
な
彼
を

「夜
叉
君
」
と
呼
ん
で
い

た
。
そ
の
夜
叉
君
も
昼
間
は
早
大
文
科
の
学
生
だ

っ
た
。

九
年
◆

（】８
９

一
一十
三
歳

芝
公
園
紅
葉
館
で
文
芸
協
会
発
会
式

（田
中
栄
三

『明
治
大
正
新
劇
史
資
料
し
。

※

「新
劇
三
十
五
年
史
を
語
る
」
第
二
回

（「
テ
ア
ト
ロ
」
Ｓ
ｌ４
／
６
＋
７
）
に
よ

れ
ば
、
草
人
は
ま
だ
学
生
で
、
見
に
行

っ
た
。

本
郷
座
で
新
派
の

『侠
艶
録
』
。
出
演
は
高
田
実

上
暑
多
村
緑
郎

二
騰
沢
浅
二
郎

ら
。
佐
藤
紅
緑
の
新
派
の
劇
作
家
と
し
て
の
デ
ビ

ュ
ー
作

（柳
永
二
郎

『新
派
の
六

十
年
』
大
笹
吉
雄

『
日
本
現
代
演
劇
史
し
。

※
恐
ら
く
こ
れ
以
降
、
草
人

「う
ま
の
あ

つ
た
釣
友
達
」
「
佐
藤
惣
之
助
覚
え
帖
』

所
収
）
に
よ
れ
ば
、
草
人
が
本
郷
座
の
大
部
屋
に
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
て
い
た
頃
、
座
付
き

作
者
だ

っ
た
佐
藤
紅
緑
か
ら
句
作
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
た
。
そ
の
頃
、
や
は
り
紅
緑

の
弟
子
だ

っ
た
佐
藤
惣
之
助
と
俳
句
友
達
に
な

っ
た
。

※
草
人

・
横
尾
泥
海
男
の
対
談

「馬
敬
礼
奇
諄
」

翁
リ
ベ
ら
る
」
Ｓ
２８
／
‐２
）
に
よ

れ
ば
、
本
郷
座
に
居
た
頃
、
木
下
吉
之
助
と
相
部
屋
だ

っ
た
。
楽
屋
番
が
風
呂
場
を

覗
い
て
巨
根
の
番
付
を
持
え
た
。
横
綱
が
水
野
好
美
、
大
関
が
草
人
、
関
脇
が
佐
藤

紅
緑
だ

っ
た
。

歌
舞
伎
座
で
文
芸
協
会
第

一
回
演
芸
部
大
会
。
坪
内
逍
遥
訳

『ヴ

ェ
ニ
ス
の
商
人
』

「法
廷
の
場
」
坪
内
逍
遥
作

『桐

一
葉
』
『常
闇
』
を
上
演
。
土
肥
春
曙
が
女
形
で
ポ

ー
シ
ャ

（田
中
栄
三

『明
治
大
正
新
劇
史
資
料
し
。

※

「新
劇
三
十
五
年
史
を
語
る
」
で
草
人
は
、
大
劇
場
の
た
め
、
土
肥
春
曙
が
二
日

位
で
声
が
枯
れ
、
気
の
毒
だ

っ
た
と
証
言
。

※

「新
劇
三
十
五
年
史
を
語
る
」
第
二
回
で
、
池
田
大
伍
と
草
人
が
証
言
す
る
所
に

よ
れ
ば
、
当
時
は
新
聞

・
雑
誌
関
係
者
に
逍
遥
の
息
の
掛
か

っ
た
人
が
多
か
っ
た
か

ら
、
批
判
は
な
く
、
世
評
は
良
か
っ
た
。

東
京
毎
日
新
聞
社
が
、
文
士
劇
団

「毎
日
新
聞
演
劇
会
」
を
創
立
。
明
治
座
で
第
１

回
公
演
と
し
て
岡
本
綺
堂
作

「新
羅
三
郎
」
・
「熊
谷
陣
屋
」
・
森
鴎
外

「
日
蓮
上
人

辻
説
法
」
・
「放
心
家
」
を
上
演
。
出
演
は
杉
贋
阿
弥

・
岡
本
綺
堂

・
栗
島
狭
衣

・
岡

鬼
太
郎
に
、
市
川
新
十
郎

・
九
女
八
が
助
演
。
以
後
、
Ｍ
４０
／
７
／
４
～
８
新
富

座
、
Ｍ
４０
／
１０
／
２３
～
東
京
座
、
Ｍ
４‐
／
４
／
１
～
新
富
座
、
Ｍ
４２
／
１
／
２５
～
東

京
座
、
Ｍ
４３
／
３
末
、
文
士
劇
協
会
と
な

っ
て
東
京
座
、
１１
新
富
座
と
続
く
。
（竹

下
英

一

『岡
鬼
太
郎
伝
し

※

「新
劇
三
十
五
年
史
を
語
る
」
に
よ
れ
ば
、
草
人
も
東
京
座
の
時
に
参
加
し
た
と
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明
治
四
十

４

？

・
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の
こ
と
だ
が
、
未
詳
。
ま
た
歌
舞
伎
の
時
、
丈
の
小
さ
い
熊
谷
が
出
て
来
た
と
発
言

し
て
い
る
の
は

「熊
谷
陣
屋
」
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
田
村
西
男

・
荒
川
重
秀
が
出
て

居
た
な
ど
、
詳
し
い
所
を
見
る
と
、
何
度
か
見
て
い
る
か
？

年
◆

（も
８
）
二
十
四
歳

東
京
美
術
学
校
日
本
画
科
に
入
学
。
『東
京
美
術
学
校

一
覧
』
（明
治
四
十
～
四
十

一

年
）
の
日
本
画
科
第

一
年
に

「上
山
貞

（宮
城
平
と

と
記
載
。
浦
路
と
の
結
婚
以

前
と
推
定
。

※
高
橋
梅
代
さ
ん
所
蔵
新
聞
切
り
抜
き

「銃
後
の
神
奈
川
人
国
記
４２
」
に
よ
れ
ば
、

美
術
学
校
で
近
藤
浩

一
路

【西
洋
画
科
Ｍ
４３
／
３
卒
∵

岡
本

一
平

【西
洋
画
撰
科

Ｍ
４３
／
３
卒
∵

永
田
錦
心
と
同
窓
。
先
生
だ

っ
た
川
端
玉
章
が
蒔
絵
の
重
箱
に
入

れ
て
来
た
昼
食
を
こ
っ
そ
り
平
ら
げ
、
代
わ
り
に
馬
糞
を
詰
め
込
む
と
い
う
悪
戯
を

し
た
こ
と
も
あ
る
。

※
明
治
３９
年
美
術
学
校
入
学
の
小
絲
源
太
郎

「猿
と
上
山
草
人
」
「
オ
ー
ル
読
物
」

Ｓ
３‐
／
‐
）
に
よ
れ
ば
、
草
人
は
日
本
画
科
に
二
年
ば
か
り
居
た
が
、
作
品
は
見
た

こ
と
は
な
く
、
動
物
園
で
猿
の
写
生
を
し
て
い
る
の
を
見
か
け
た
が
下
手
だ

っ
た
。

既
に
俳
優
で
、
背
景
の
研
究
に
来
た
と
い
う
話
だ

っ
た
。

※
小
絲
源
太
郎

『冬
の
虹
』
「修
学
旅
行
」
に
よ
れ
ば
、
十

一
月
に
美
術
学
校
で
修

善
寺
に
修
学
旅
行
に
行

っ
た
際
、
仮
装
行
列
で
、
草
人
が
腰
の
曲
が

っ
た
漁
師
の
爺

さ
ん
に
な
り
、
扮
装
の
う
ま
い
の
に
驚
か
さ
れ
た
。
近
藤
浩

一
路

・
岡
本

一
平

・
田

中
良

【西
洋
画
科
Ｍ
４３
／
３
卒
∵

長
谷
川
昇
ら
が

一
緒
に
い
た
。

※
谷
崎

『上
山
草
人
の
こ
と
』
に
よ
れ
ば
、
「か
か
し
や
」
に
は
小
林
古
径
や
安
田

靭
彦
の
色
紙
が
飾

っ
て
あ

っ
た

【美
術
学
校
時
代
の
伝
手
に
よ
る
か
？
】
。

※
高
橋
梅
代
さ
ん

・
三
田
松
五
郎
さ
ん
は
、
草
人
は
美
術
学
校
で
前
田
青
郁

・
小
林

古
径
と
同
期
と
す
る
が
、
疑
問
。

通
常
な
ら
、
草
人
は
こ
の
月
に
早
稲
田
大
学
を
卒
業
す
る
は
ず
だ
が
、
卒
業
は
し
て

い
な

い
。

本
郷
座
で
佐
野
天
声

『大
農
』
上
演

（柳
永
二
郎

『新
派
の
六
十
年
し
。

※

「新
劇
三
十
五
年
史
を
語
る
」
で
草
人
が
言
及
し
、
左
翼
劇
の
芽
生
え
も
既
に
そ

の
中
に
あ

っ
た
と
す
る
。

本
郷
座
で
文
芸
協
会
第
二
回
公
演

『
ハ
ム
レ
ッ
ト
』
。

※

「新
劇
三
十
五
年
史
を
語
る
」
に
よ
れ
ば
、
草
人
は
こ
の
時
既
に
本
郷
座
で
役
者

を
し
て
い
て
、
ハ
ム
レ
ッ
ト
の
顔
粧
り
を
玄
人
と
し
て
助
け
た
。

※

「新
劇
三
十
五
年
史
を
語
る
」
第
二
回
で
は
、
土
肥
春
曙
と
藤
沢
浅
二
郎
が
親
し

か

っ
た
関
係
で
、
頼
ま
れ
て
舞
台
の
世
話
も
し
、
団
右
衛
門

（当
時
は
中
村
太
郎
）

・
市
川
新
十
郎
な
ど
と

一
緒
に
顔
粧
り
の
手
伝
い
を
し
た
。
そ
れ
を
逍
遥
が
見
て
い

て
、
眉
が
濃
い
と
か
色
気
が
ど
う
と
か
注
文
を
付
け
る
の
で
、
ま
た
直
し
た
、
と
証

一一一一口。
神
田
三
崎
町
の
東
京
座
で
新
派
が
合
同
し
、
「先
代
萩
」
７
心臣
蔵
六
段
目
」
「市
原

野
」
「車
引
」
「妹
背
山
御
殿
」
を
上
演
。
以
後
、
翌
年
十

一
月
ま
で
、
藤
沢
浅
二
郎

は
、
高
田
実

・
河
合
武
雄
ら
と
東
京
座
に
拠

っ
た

（柳
永
二
郎

『新
派

の
六
十

年
し
。

※

『煉
獄
』
で
、
浦
路
が

「
三
崎
町
時
代
に
二
人
で
よ
く
こ
こ
の
卵
う
ど
ん
を
食
べ

に
来
ま
し
た

っ
け
ね
」
と
言
う
所
が
あ
る
が
、
こ
の
東
京
座
時
代
を
指
す
か
？

一
年
◆

（３
８
）
二
十
五
歳

★
こ
の
年
？
　
一早
人
の
長
男
平
八
誕
生
。
小
松
が
引
き
取

っ
て
育
て
る

（三
田
照
子

『
ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
怪
優
』
た
だ
し
四
十
二
年
と
す
る
）
。

草
人
は
、
大
養
毅
の
仲
人
で
千
枝

（浦
路
）
と
結
婚
。
三
田
家
の
婿
養
子

（三
田

貞
）
と
な
る

（三
田
照
子

『
ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
怪
優
し

【結
婚
後
は
、
三
田
家
に
同
居

さ
せ
て
貰

っ
た
か
？
】。

※
大
養
健

『女
優
』
に
よ
れ
ば
、
浦
路
の
母
が
何
度
も
足
を
運
ん
だ
結
果
、
二
人
は

大
養
毅
の
仲
人
で
結
婚
し
た
。
が
、
大
養
家
は
以
後
、
年
始
や
盆
ご
と
に
挨
拶
に
来

る
浦
路
に
対
し
て
も
、
冷
た
い
態
度
で
あ
し
ら

つ
た
。

東
京
座
で
、
巌
谷
小
波

『世
界
お
伽
噺
』
百
編
完
成
記
念
お
伽
祭
開
催
。
巌
谷
小
波

作

「兄
弟
星
」
な
ど
の
お
伽
芝
居
が
上
演
さ
れ
た

（冨
田
博
之

『
日
本
児
童
演
劇

史
し
。

※
巌
谷
小
波

『私
の
今
昔
物
語
』
に
よ
れ
ば
、
３
日
続
き
。
天
野
雉
彦

・
石
川
木
舟

11
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こ
の
夏
？

９

・

１５

Ｈ

ｏ
４

ら
お
伽
倶
楽
部
の
俳
優
を
主
と
し
、
市
川
久
米
八
も
参
加
。
そ
の
時
、
草
人
も
出
演

を
希
望
し
た
が
、
東
北
訛
り
が
あ
り
、
動
作
も
不
器
用
な
方
な
の
で
、
漸
く

「朝
星

夕
星
」
「
兄
弟
星
」
？
】
の
番
卒
と
い
う
仕
出
し
所
に
甘
ん
じ
た
。

（或

い
は
翌
年
夏
？
）
、
『蛇
酒
』
に
よ
れ
ば
、
草
人
は
立
山
に
登

っ
た
。

川
上
貞
奴
が
帝
国
女
優
養
成
所
を
創
立

（田
中
栄
三

『明
治
大
正
新
劇
史
資
料
）
。

神
楽
坂
の
高
等
演
芸
館

（も
と
和
良
店
）
主
人
の
支
援
で
藤
沢
浅
二
郎
が
開
い
た
東

京
俳
優
養
成
所
の
入
学
試
験
が
行
わ
れ
、
二
百
五
十
名
ほ
ど
の
志
願
者
の
う
ち
二
十

三
名
が
合
格
。
小
山
内
薫
が
受
け
持

っ
た
舞
台
度
胸
の
試
験
で
は
、
草
人
が
九
十
点

で
最
高
点
だ

っ
た
。
授
業
は
１１
月
Ｈ
日
か
ら
毎
日
七
時
間
。
修
業
年
限
は
三
年
。
劇

術

の
時
間
に
土
肥
春
曙
が
来
て
、
『ヴ

ェ
ニ
ス
の
商
人
』
の
エ
ロ
キ

ュ
ー
シ
ョ
ン

で
、
草
人
が
シ
ャ
イ
ロ
ッ
ク
を
や
っ
た
。
北
村
季
晴

・
初
子
夫
妻
の
声
楽
の
他
、
洋

画

・
日
本
画
ま
で
あ

っ
た
。
草
人
は
、
藤
沢
師
匠
が
俳
優
養
成
の
仕
事
を
や
り
た
い

と
い
う
話
を
聞
く
と
、
早
大
の
友
人
十
川
兵
三
郎
と
日
疋
重
亮
の
二
人
を
誘

っ
て
、

早
速
生
徒
に
し
て
く
れ
と
申
込
み
、
蔭
で
い
ろ
い
ろ
と
応
援
し
た
。
し
か
し
、
開
校

後
、
間
も
な
く
、
草
人
は
芸
術
概
論
の
講
師
を
し
て
い
た
桝
本
清
を
排
斥
す
る
運
動

を
始
め
た

（田
中
栄
三

『新
劇
そ
の
昔
し
。

※
草
人

『新
劇
壇
思
出
話
』
に
よ
れ
ば
、
草
人
は
俳
優
学
校
創
設
の
建
白
書
を
書
い

た
発
頭
人
で
あ
り
、
俳
優
学
校
の
最
初
の
学
生
募
集
の
際
に
は
試
験
委
員
の

一
人
と

な

っ
た
。

※
伊
原
青
々
園

『続
団
菊
以
後
』
に
よ
れ
ば
、
藤
沢
の
背
後
に
は
桝
本
清
が
居
て
、

こ
の
人
が
最
初
か
ら

一
切
の
こ
と
を
切
り
回
し
て
い
た
。

※
田
中
栄
三

『明
治
大
正
新
劇
史
資
料
』
に
、
東
京
俳
優
養
成
所
開
所
式

（Ｈ
月
２８

日
）
の
写
真
が
あ
り
、
草
人
も
写

っ
て
い
る
。

※

「新
劇
三
十
五
年
史
を
語
る
」
で
、
草
人
は
、
「女
優
も
養
成
す
る
よ
う
に
大

い

に
説
い
た
が
、
貞
奴
の
方
か
ら
女
優
は
こ
ち
ら
に
任
せ
て
く
れ
、
と
言
わ
れ
、
入
れ

な
か

っ
た
」
、
と
証
言
。

※

「新
劇
三
十
五
年
史
を
語
る
」
第
二
回
の
田
中
栄
三
の
証
言
に
よ
れ
ば
、
藤
沢
浅

二
郎
は
新
派
の
後
継
者
を
作
る
つ
も
り
で
、
新
派
の
演
技
を
教
え
た
が
、
講
師
の
小

山
内
薫

・
桝
本
清
は
新
し
い
演
技
を
教
え
、
生
徒
は
皆
、
新
劇
の
方

へ
行

っ
た
。
同

じ
く
草
人
の
証
言
に
よ
れ
ば
、
他
の
新
派
の
頭
領
は
、
高
田
も
河
合
も
養
成
所
を
冷

笑
し
、
応
援
し
な
か

っ
た
。
藤
沢
は
、
新
派
の
人
た
ち
が
大
金
を
手
に
し
て
妾
を
囲

っ
て
い
る
の
を
見
て
、
そ
れ
だ
け
の
費
用
が
あ
れ
ば
、
み
ん
な
で
や
り
続
け
る
こ
と

が
出
来
る
の
に
、
と
し
ば
し
ば
草
人
に
言

っ
て
い
た
。

有
楽
座
開
場
。
全
館
椅
子
席
、
出
方
な
し
、
食
堂

・
休
憩
室
を
備
え
た
我
が
国
初
の

洋
風
劇
場

（「都
新
聞
」
な
ど
）
。

二
年
◆

（】８
８

一
一十
六
歳

★
こ
の
年
ま
で
、
草
人
は
東
京
美
術
学
校
日
本
画
科
に
在
籍
し
、
中
退
し
た
ら
し

い
。
『東
京
美
術
学
校

一
覧
』
（明
治
四
十

一
～
四
十
二
年
）
の
日
本
画
科
第

一
年
に

「
三
田
貞

（東
京
士
と

と
記
載
。
同
四
十
二
～
四
十
三
年
に
は
記
載
な
し
。

★
こ
の
年
、
新
派
は
過
去
の
当
た
り
狂
言
を
蒸
し
返
す
よ
う
に
な
り
、
十

一
月
に

「自
由
劇
場
」
が
発
足
す
る
と
、
学
生
層
は
新
劇

へ
向
か
い
、
凋
落
の
兆
し
が
は

っ

き
り
す
る

（大
笹
吉
雄

『
日
本
現
代
演
劇
史
し
。

田
中
栄
三
は
芝
南
佐
久
間
町
に
あ

っ
た
浦
路
の
実
家

・
工
学
士
三
田
鉱
業
事
務
所
に

草
人
を
訪
問
。
そ
の
後
、
間
も
な
く
、
教
授
会
で
草
人
の
退
校
処
分
が
決
定
。
草
人

は
藤
沢
浅
二
郎
夫
妻
を
短
刀
で
脅
す
な
ど
し
て
、
復
校
し
よ
う
と
試
み
た
が
果
た
さ

な
か

っ
た

（田
中
栄
三

『新
劇
そ
の
昔
し
。

有
楽
座
で
、
第
１
回
子
供
日
。
以
後
、
毎
土
日
祝
祭
日
の
昼
を
子
供
日
と
し
て
、
お

伽
劇
な
ど
が
上
演
さ
れ
、
大
正
九
年
、
帝
国
劇
場
に
併
合
さ
れ
る
ま
で
続
い
た

（冨

田
博
之

『
日
本
児
童
演
劇
史
し
。

※

『国
劇
要
覧
』
に
よ
れ
ば
、
巌
谷
小
波

・
久
留
島
武
彦
を
顧
間
に
、
天
野
雉
彦

・

石
川
木
舟

・
栗
島
狭
衣

・
佐
々
素
影
ら
が
技
芸
員
。
栗
島
す
み
子

・
夏
川
静
江
ら
も

出
演
し
た
。

※
秋
庭
太
郎

『日
本
新
劇
史
』
で
は
、
石
川
木
舟
が
有
楽
座
創
立
当
初
か
ら
興
行
担

当
の
付
人
に
な
っ
て
い
た
関
係
で
子
供
日
が
実
現
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。

※
安
井
美
然

「上
山
草
人
と
の

一
問

一
答
」
翁
映
画
時
代
」
Ｓ
２
／
２
）
に
よ
れ

ば
、
上
野
の
美
術
学
校
に

一
時
期
居
た
。
も

っ
と
も
み
ん
な
は
漫
画
家
に
な

っ
た
方

‐２

ｏ

ｌ
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が
い
い
と
言

っ
て
い
た
。
そ
の
頃
、
巌
谷
小
波
を
顧
間
と
し
た
お
伽
劇
団
が
新
築
の

有
楽
座
に
出
来
て
、
草
人
は
美
術
学
校
に
籍
を
置
き
な
が
ら
、
ち
ょ
い
ち
ょ
い
出
演

し
た
。
毎
日
、
上
野
動
物
園
の
熊
を
観
察
し
て
稽
古
し
た
。

※

『素
顔
の
ハ
リ
ウ
ッ
ド
』
の
栗
島
す
み
子
の
序
文
に
よ
れ
ば
、
有
楽
座
の
お
伽
芝

居
で
、
草
人
は
熊
の
役
で
、
子
兎
役
の
栗
島
す
み
子
ら
と

一
緒
に
出
演
し
た
事
が
あ

Ｚθ
。

※
栗
島
す
み
子
は
明
治
４２
年
３
月
か
ら
４
年
ほ
ど
子
供
デ
ー
に
出
演
し
て
い
た

（冨

田
博
之

『
日
本
児
童
演
劇
史
し
。
【草
人
の
出
演
は
３
月
以
降
か
？
】

花
柳
章
太
郎
は
、
京
都
明
治
座
で

『侠
艶
録
』
大
詰
め
で
気
が
狂

っ
た
力
枝
に
か
ら

む
草
刈
り
娘
を
演
じ
る

（大
笹
吉
雄

『花
顔
の
人
　
一化
柳
章
太
郎
伝
し
。

※
草
人

「暑
い
話
涼
し
い
話
」
「
演
芸
画
報
」
Ｓ
６
／
８
）
で
、
「新
派
で
は

一
度

だ
け
、
草
刈
り
の
女
役
を
女
形
で
演
じ
た
が
、
失
敗
し
た
。
そ
の
時
は
、
新
派
に
入

っ
た
ば
か
り
の
花
柳
章
太
郎
も

一
緒
だ

っ
た
」
と
述
べ
て
い
る
の
は
こ
の
時
の
こ
と

か
？
　
同
文
に
よ
れ
ば
、
で
」
の
後
、
間
も
な
く
早
稲
田

【演
劇
研
究
所
の
意
か
？
】

に
通

い
出
し
た
」
と
す
る
。
「在
外
日
本
人
珍
談
奇
行
座
談
会
」
翁
世
界
知
識
」
Ｓ

Ｈ
／
‐２
）
で
の
草
人
の
発
言
に
よ
れ
ば
、
当
時
、
高
田
や
藤
沢
は
、
め
ぼ
し
い
役
を

し
た
者
に
賞
を
出
し
て
い
た
が
、
草
人
は
草
刈
女
で
二
等
賞
を
貰

っ
た
。

錦
輝
館
で
横
田
商
会
提
供

「新
桃
太
郎
」
封
切
り

（『
日
本
映
画
作
品
大
鑑
し
。

※
滑
川

・
菅
編

『近
代
日
本
の
児
童
文
化
』
冨
田
博
之

「明
治
期
の
児
童
演
劇
」
に

よ
れ
ば
、
明
治
四
十
年
五
月
に
久
留
島
武
彦
が
、
自
作
の

「新
桃
太
郎
」
と
巌
谷
小

波
作

「牛
若
丸
」
を
上
演
し
て
い
る
。
【そ
の
映
画
化
か
？
】

※
草
人
は
、
活
動
弁
士
の
岩
藤
思
雪
が
栗
島
狭
衣

一
座
を
使

っ
て
製
作
し
た
児
童
用

映
画

「新
桃
太
郎
」
「
カ
チ
カ
チ
山
」
「牛
若
丸
」
な
ど
に
出
演
し
た

（『
日
本
映
画

俳
優
全
集

・
男
優
編
』
も
Ｓ

８ヽ
日ヽ

「キ
ネ

マ
旬
報
」
増
刊
）
。

※
田
中
純

一
郎

『
日
本
映
画
発
達
史
』
に
よ
れ
ば
、
岩
藤
思
雪
は
、
後
の
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
作
家

・
岩
藤
雪
夫
の
父
で
、
エ
ム

・
パ
テ
ー
商
会
の
弁
士
だ

っ
た
が
、
自
ら
監

督
も
務
め
、
有
楽
座
に
毎
土
曜
日
に
催
さ
れ
る
子
供
デ
ー
に
出
て
い
た
栗
島
狭
衣

一

座
を
使

っ
て
、
「新
桃
太
郎
」
な
ど
を
製
作
し
た
。
こ
の
頃
、
岩
藤
は
、
本
郷
座
に

出
演
し
て
い
た
新
派
の
若
手
俳
優
を
使

っ
て
、
「
日
本
桜
」
「金
色
夜
叉
」
「不
如
帰
」

な
ど
も
撮
影
し
た
。

※
武
田
正
憲

『諸
国
女
ば
な
し
』
に
よ
る
と
、
草
人
は
、
日
活
の
前
身
た
る
目
黒
に

あ

っ
た
吉
沢
の
撮
影
所
の
、
お
伽
芝
居
の
映
画
に
エ
キ
ス
ト
ラ
と
し
て
出
演
し
た
り

し
て
い
た
。
天
野
雉
彦
ら
と
提
携
し
て
写
し
た
の
が

「牛
若
丸
」
。

※
田
中
純

一
郎

『日
本
映
画
発
達
史
』
に
よ
れ
ば
、
吉
沢
商
店
目
黒
撮
影
所
で
は
明

治
四
十
二
年
か
ら
文
芸
顧
間
に
佐
藤
紅
緑
、
俳
優
養
成
所
に
藤
沢
浅
二
郎
を
招
聘
し

て
い
る

【そ
の
関
係
で
あ
ろ
う
】。

※
徳
川
夢
声

『自
伝
夢
声
漫
筆
大
正
篇
』
「蒲
田

３
ビ

年
風
景
」
に
出
る
叔
父
の
天

野
雉
彦
か
ら
聞
い
た
話
に
よ
れ
ば
、
お
伽
芝
居
の

一
党
が
撮

っ
た

「桃
太
郎
」
「
カ

チ
カ
チ
山
」
な
ど
は
、
神
田
錦
輝
館
あ
た
り
で
大
好
評
だ

っ
た
。
「
カ
チ
カ
チ
山
」

で
は
上
山
草
人
が
樵
夫
に
扮
し
て
チ
ラ
リ
と
現
わ
れ
、
栗
島
す
み
子
が
兎
の
子
に
な

っ
て
ヨ
チ
ヨ
チ
現
わ
れ
る
。
「桃
太
郎
」
で
は
、
花
柳
徳
之
輔
が
桃
太
郎
、
鬼
の
親

玉
が
栗
島
狭
衣
、
鬼
の
子
分
が
村
尾
緑
児
、
雉
が
田
口
桜
村
、
他
に
天
野
雉
彦

・
石

川
木
舟
な
ど
。

大
久
保
余
丁
町
に
借
り
た
仮
校
舎
で
、
文
芸
協
会
演
劇
研
究
所
の
始
業
式
が
行
わ
れ

た
。
こ
の
日
入
学
し
た
の
は
伊
藤
理
基

・
掬
月
晴
臣

・
林
和

・
九
里
四
郎

・
佐
々
木

百
千
万
億

（佐
々
木
積
）
ら
男
子
十
名
、
女
子
は
小
林
正
子

（＝
松
井
須
磨
子
）
、

五
十
嵐
よ
し
の
の
二
名
。
数
日
後
、
追
加
試
験
に
合
格
し
て
三
田
千
枝
子

（浦
路
）

・
武
田
正
憲

・
林
長
三
ら
が
入
所
し
た

（「劇
壇
」
Ｔ
ｌ３
／
８
伊
藤
理
基

「新
劇
の

苗
圃
時
代
し
。

※
木
村
毅

『
日
米
文
化
交
渉
史
』
「学
芸
風
俗
編
」
に
よ
れ
ば
、
華
族
女
学
校
校
長

乃
木
希
典
か
ら
、
同
校
卒
業
生
が
河
原
乞
食
の
群
に
落
ち
る
な
ど
あ
る
ま
じ
き
こ

と
、
と
強
い
反
対
が
出
た
が
、
新
聞
記
者
が
坪
内
博
士
の
仕
事
の
意
義
を
説
い
て
、

納
得
さ
せ
た
と
言
う
。

※
浦
路

「私
の
女
優
生
活
と
其
周
囲
」
翁
中
央
公
論
」
Ｔ
２
／
７
）
で
、
女
優
に
な

っ
た
動
機
は
、
草
人
の
感
化
で
芸
術
に
憧
れ
た
こ
と
と
、
夫
の
事
業
を
助
け
た
い
が

た
め
、
と
述
べ
て
い
る
。
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※
伊
原
青
々
園

『続
団
菊
以
後
』
に
よ
れ
ば
、
浦
路
の
実
家
が
土
肥
春
曙
と
知
り
合

い
と
か
で
、
女
子
で
は
真

っ
先
に
申
し
込
ん
で
来
た
。

※

『蛇
酒
』
に
よ
れ
ば
、
土
肥
春
曙
の
縁
故
で
草
人

・
浦
路
と
も
に
文
芸
協
会
に
投

じ
た
。
こ
の
頃
か
？
　
一早
人
は
浦
路
の
広
す
ぎ
る
額
に
似
合
う
よ
う
に
、
天
平
時
代

の
結
髪
を
模
し
て
女
優
髯
と
い
う
結
い
方
を
案
出
し
て
や
っ
た
。
【Ｍ
３５
／
９
藤
島

武
二

「天
平
の
面
影
」
な
ど
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
た
か
？
】

※
女
優
髯
は
、
浦
路

・
衣
川
孔
雀

・
上
山
珊
瑚
ら
が
結
っ
た
他
、
帝
劇
女
優

ｏ
松
井

須
磨
子
ら
大
正
時
代
の
女
優
を
代
表
す
る
髪
型
と
な
っ
た

（戸
板
康
二

『物
語
近
代

日
本
女
優
史
し
。

研
究
生

・
伊
藤
理
基
の
日
記
に
、
フ
」
の
日
、
写
生

（擬
態
擬
声
）
を
女
子
が
や
っ

た
が
、
五
十
嵐

（芳
野
）
は
洒
々
し
く
、
三
田

（浦
路
）
は
年
が
い
っ
て
る
だ
け
落

ち
着
き
が
あ
り
、
小
林

（松
井
須
磨
子
）
は
は
に
か
ん
で
形
に
な

っ
て
い
な
か

っ

た
」
と
あ
る

（伊
藤
理
基

「新
劇
の
苗
圃
時
代
し
。

武
田
正
憲

『諸
国
女
ば
な
し
』
に
よ
る
と
、
こ
の
頃
、
西
大
久
保
の
西
向
天
神

（北

野
神
社
）
の
下
に
、
草
人
草
堂
と
名
付
け
て
浦
洒
な
閑
居
を
構
え
て
世
を
自
眼
視
し

て
い
た
草
人
と
浦
路
の
家
に
、
こ
の
夏
か
ら
約

一
年
間
、
武
田
正
憲
が
同
居
し
、
間

も
な
く
掬
月
晴
臣

・
林
長
三
が
短
期
間
、
加
わ
っ
た
。
草
人
た
ち
は
、
演
劇
に
つ
い

て
は
、
自
然
さ
を
何
よ
り
大
切
と
考
え
て
い
た
。
草
人
に
は
、
人
を
惹
き
付
け
る
力

が
あ
る
と
同
時
に
、
専
制
君
主
的
で
、
反
感
を
持
た
れ
る
点
も
多
分
に
あ
り
、
反
感

を
持
た
れ
る
と
な
お
の
こ
と
曲
が
っ
て
出
る
よ
う
な
所
も
あ
っ
た
。
草
人
は
囲
碁

ｏ

絵

・
文
章

・
テ
ニ
ス

・
俳
句
が
出
来
た
。
浦
路
は
、
弟
子
を
取
っ
て
琴
を
教
え
て
家

計
の
足
し
に
し
て
い
た
他
、
声
楽
も
観
世
流
の
謡
曲
も
出
来
た
。
草
人
は
美
術
学
校

中
退
後
、
寺
崎
広
業
の
塾
に
入
っ
た

【武
田
正
憲
の
情
報
は
、
明
治
四
十
二
三
年
頃

に
つ
い
て
の
も
の
が
中
心
と
考
え
ら
れ
る
】。

坪
内
逍
通
邸
内
の
新
築
校
舎
披
露
会

（『演
劇
博
物
館
資
料
も
の
が
た
り
』
所
収

「後
期
文
芸
協
会
の
日
誌
し
。

研
究
所
で
補
欠
生
の
入
学
試
験

（「後
期
文
芸
協
会
の
日
誌
し
。

※
武
田
正
憲

『諸
国
女
ば
な
し
』
に
よ
れ
ば
、
草
人
は
既
成
劇
団
に
居
た
こ
と
や
、

ス
ト
ラ
イ
キ
の
前
科
が
あ
る
の
で
、
及
第
は
危
ぶ
ま
れ
た
が
、
「自
分
は
今
ま
で
芝

居
の
悪

い
と
こ
ろ
ば
か
り
見
て
来
ま
し
た
。
ど
う
か
い
い
方

へ
導

い
て
下
さ
い
」
と

い
う
口
上
が
逍
遥
の
お
気
に
召
し
た
の
か
、
演
劇
研
究
所

へ
の
入
学
を
許
可
さ
れ

た
。

※

『
日
本
映
画
俳
優
全
集

・
男
優
編
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
の
保
証
人
は
土
肥
春

曙
。

※
田
中
栄
三

『明
治
大
正
新
劇
史
資
料
』
に
、
開
所
記
念
写
真
あ
り
。
草
人

・
浦
路

と
も
に
写

っ
て
い
る
。

※

「新
劇
三
十
五
年
史
を
語
る
」
第
二
回
で
草
人
は
、
逍
遥
が
、
歌
舞
伎
は
何
で
も

在
り
来
た
り
の
型
に
嵌
め
よ
う
と
す
る
か
ら
い
か
ん
、
と
言

っ
て
い
た
こ
と
、
新
派

を
認
め
て
居
な
か

っ
た
こ
と
、
研
究
所
の
月
謝
は
三
円
だ

っ
た
こ
と
を
証
言
し
て
い

ＺＯ
。

※

『蛇
酒
』
に
よ
れ
ば
、
草
人
は
文
芸
協
会
時
代
に
扮
装
術
に
熱
中
し
た

【こ
れ
が

後
年
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド
で
役
に
立
つ
】。

※
草
人

『素
顔
の
ハ
リ
ウ
ッ
ド
』
に
よ
れ
ば
、
演
劇
研
究
所
に
入
っ
て
か
ら
、
三
田

貞
は
上
山
草
人
、
千
枝
は
上
山
浦
路
を
芸
名
と
し
た
。
「草
人
」
と
は
、
短
歌

・
俳

句
を
よ
く
し
た
彼
の
俳
号
で
、
田
舎
者
ま
た
は
案
山
子
の
意
味
で
あ
り
、
着
た
切
り

雀
で
田
ん
ぼ
へ
突
っ
立
っ
た
ま
ま
動
き
が
取
れ
な
い
と
い
う
謙
遜
を
込
め
た
名
前
で

あ
る
。

※

『蛇
酒
』
『煉
獄
』
の
主
人
公
を
香
山
草
二
と
し
た
の
は
、
草
人
と
音
を
通
わ
せ

た
だ
け
で
な
く
、
「草
爾
た
る
つ
ま
ら
な
い
者
」
と
い
う
意
味
を
含
め
て
い
る
よ
う

で
あ
る
。
『煉
獄
』
第
十
二
章
参
照
。

※
松
本
克
平

『日
本
新
劇
史
』
で
は
、
「草
人
」
は
彼
が
好
き
だ

っ
た
王
冑
の
句

「庭
草
無
人
随
意
緑
」
か
ら
取
っ
た
も
の
と
す
る
。

※

「浦
路
」
は
、
若
く
し
て
亡
く
な
っ
た
草
人
の
母
の
名
前
か
ら
付
け
た
も
の

（三

田
照
子

『
ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
怪
優
し
。

◆
明
治
四
十
三
年
◆

（３
８
）
二
十
七
歳

一
★
こ
の
年

【ま
た
は
前
年
？
】、
草
人
の
長
女
袖
子
誕
生
。
小
松
が
引
き
取
っ
て
育
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て
る

（三
田
照
子

『
ハ
リ
ウ
ッ
ド
の
怪
優
し
。

★
こ
の
年
か
？
　
武
田
正
憲

『諸
国
女
ば
な
し
』
に
よ
る
と
、
草
人
は
二
十
七
か
八

で
徴
兵
試
験
を
受
け
た
が
、
精
系
静
脈
怒
張
と
い
う
こ
と
で
逃
れ
た
。

「読
売
新
聞
」
「は
な
し
だ
ね
」
に
、
こ
の
春
、
美
術
学
校
卒
業
制
作
で
最
高
点
を
取

っ
た
山
内
神
斧
の
作

「結
願
」
の
天
平
式
一麗
人
の
モ
デ
ル
は
、
友
人
の
細
君
に
当
た

る
上
山
浦
路
の
古
典
的
に
余
裕
の
あ
る
表
情
姿
態
を
殆
ど
そ
の
ま
ま
写
生
し
た
も
の

だ
そ
う
だ
、
と
出
る
。

※

『東
京
美
術
学
校

一
覧
』
に
よ
れ
ば
、
山
内
神
斧

（本
名

・
金
三
郎
）
は
、
明
治

４３
年
３
月
、
日
本
画
撰
科
卒
。

※

『蛇
酒
』
に
よ
れ
ば
、
草
人
は
浦
路
の
た
め
に
、
天
平
時
代
の
結
髪
を
模
し
た
女

優
髯
を
案
出
し
た
。
そ
れ
が

「
天
平
式
一麗
人
」
と
評
さ
れ
た
か
？

※
山
内
金
三
郎

「谷
崎
さ
ん
と

「
こ
れ
く
し
よ
ん
Ｌ

（で
」
れ
く
し
よ
ん
」
Ｓ
４０
／

１０
）
に
よ
れ
ば
、
山
内
金
三
郎
は
、
卒
業
後
、
郷
里
大
阪
に
帰

っ
て
画
廊
吾
八
を
経

営
。
当
時
、
画
廊
は
、
吾
八
の
他
に
は
、
東
京
の
高
村
光
太
郎
の
娘
牙
洞
し
か
な
か

っ
た
の
で
、
若
い
芸
術
家
の
倶
楽
部
の
よ
う
な
役
目
を
呆
た
し
、
里
見
弾

・
志
賀
直

哉

・
園
池
公
致

・
三
浦
直
介

・
市
川
猿
之
助

ｏ
小
山
内
薫

・
上
山
草
人
な
ど
が
よ
く

訪
れ
た
。
谷
崎
潤

一
郎
も
来
た

【草
人
の
場
合
は
、
美
術
学
校
以
来
、
付
合
い
が
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
】。

東
京
座
で
新
社
会
劇
団
が
中
村
吉
蔵
の

『牧
師
の
家
』
上
演

（田
中
栄
三

『明
治
大

正
新
劇
史
資
料
し
。

※

「新
劇
三
十
五
年
史
を
語
る
」
で
草
人
が
、
中
尾
鶯
夢
が
女
形
で
出
演
し
て
い
た

と
証
言
。
た
だ
し

『無
花
呆
』
と
取
り
違
え
て
い
る
。

演
劇
研
究
所
試
演
会
で
イ
プ
セ
ン
作

『
ヘ
ッ
ダ

・
ガ
ブ
ラ
ー
』
の
土
肥
春
曙
に
よ
る

翻
案

『鏑
木
秀
子
』
に
山
川
浦
路
が
出
演

（田
中
栄
三

『明
治
大
正
新
劇
史
資

料
し
。

※

「
ヘ
ッ
ダ
と
浦
路
子
」
（Ｍ
４５

ｏ
６

・
６

「読
売
新
聞
し

に
よ
れ
ば
、
他
の
役
は

松
井
須
磨
子

・
五
十
嵐
よ
し
の
ら
が

一
幕
交
替
で
や
っ
た
が
、
ヘ
ッ
ダ
だ
け
は
浦
路

が

一
番
と
い
う
こ
と
で
、
替
わ
ら
ず
に
や
っ
た
と
言
う
。

演
劇
研
究
所
試
演
会
で
グ
レ
ゴ
リ
ー
夫
人
作

・
松
居
松
葉
翻
案
指
導

『噂
の
ひ
ろ
ま

り
』
（田
中
栄
三

『明
治
大
正
新
劇
史
資
料
し
。

※
伊
原
青
々
園

『続
団
菊
以
後
』
に
よ
れ
ば
、
草
人
が
主
役
を
し
た
の
が
実
に
う
ま

か

っ
た
。

「読
売
新
聞
」
「小
消
息
」
に
よ
れ
ば
、
草
人
夫
妻
が
新
橋
倶
楽
部
前
に

「
か

ヽ
し

や
」
と

い
う
化
粧
店
を
出
し
た
。
夫
妻
が
化
粧
術

・
扮
装
術
研
究
の
余
暇
に
発
明
し

た
演
劇
用
婦
人
用
の
口
紅
頼
紅
眉
墨
目
張
そ
の
他
の
新
顔
料

（新
案
特
許
品
）
を
売

り
出
す
。

※
か
か
し
や
は
芝
区
日
蔭
町

一
丁
目

一
番
地
に
あ

つ
た
。

※
浦
路
の

『
ヒ
ラ
の
新
劇
』
翁
羅
府
新
報
」
Ｓ
２２

・
ｌ

ｏ
ｌ
）
に
よ
れ
ば
、
草
人
は

研
究
心
の
強
い
人
で
、
碁
石
形
眉
墨
と
、
そ
れ
ま
で
日
本
に
な
か

っ
た
黄
色
い
白
粉

を
発
明
し
た
の
で
、
浦
路
の
父
母
が
店
を
持
た
せ
て
く
れ
て
、
こ
れ
が
そ
の
後
、
日

本
で
の
演
劇
活
動
や
渡
米
後
の
生
活
の
支
え
と
も
な

っ
た
。

※
か
か
し
や
の
商
売
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
浦
路
の
日
記

「朝
か
ら
晩
ま
で
」
「
趣

味
」
Ｔ
２
／
１
）
が
詳
し
い
。

※

「
ヘ
ッ
ダ
と
浦
路
子
」
（Ｍ
４５

ｏ
６

・
６
）
に
よ
れ
ば
、
草
人
の
発
明
し
た
特
製

の
眉
墨
が
好
評
で
、
今
で
は
東
京
大
阪
京
都
の
他
、

ハ
ル
ピ
ン
ま
で
荷
を
送
る
。
か

か
し
や
の
三
階
の
六
畳
は
、
草
人
の
好
み
で
、
柱

・
梁

・
戸
棚

ｏ
器
具
、
す
べ
て
風

雅
な
竹
や
朽
木
や
網
代
作
り
。
逍
遥
が
揮
塁
し
た

「壮
士
惨
不
騎
」
の
扇
面
の
下

に
、
イ
プ
セ
ン
の
ブ
ロ
ン
ズ
像
と
オ
ル
ガ
ン
。

※

「新
劇
三
十
五
年
史
を
語
る
」
第
二
回
の
池
田
大
伍
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
「壮
士

惨
不
騎
」
は
、
杜
甫
が
安
禄
山
を
褒
め
た
詩
句

【「後
出
塞
」
の
二
に
あ
る
】
で
、

逍
遥
が
自
分
た
ち
は
劇
界
の
謀
反
人
だ
と
し
て
引

い
た
も
の
。

※
谷
崎

『上
山
草
人
の
こ
と
』
に
よ
れ
ば
、
階
下
は
飾
り
窓
の
う
し
ろ
に
３
畳
か
４

畳
く
ら
い
の
２
部
屋
、
２
階
は
８
畳
に
鰻
の
寝
床
と
言
わ
れ
て
い
た
長
４
畳
。
眉
墨

の
他
に
は
、
紀
州
熊
野
の
名
産

「音
無
紙
」
と
い
う
桜
紙
の
よ
う
な
紙
が
ぽ
つ
ぽ
つ

売
れ
て
い
た
だ
け

【た
だ
し
大
正
五
年
以
降
の
こ
と
】
。

※

『蛇
酒
』
に
よ
れ
ば
、
草
人
は
扮
装
術
に
熱
中
し
た
後
、
半
年
間
ほ
ど
様
々
な
薬

Ｈ

・
５

‐２

ｏ

２５



細江

A Short Chronological History of the Life of Sdin Kamiyama;

His Friendship with Junichiro Tanizaki

Hikam Hosoc

Abstract: Sain Kamiyama,onc of the key igures in the creation of the modern Japanese theatre,was a

friend of Junichiro Tanizaki throughout his lifetimc.

Hc is also known as one of the few Japanese actors who performed in Hollywood silent filins in the

1920s.Howcver,his lifc has not been sufficiently studied; his fellowship with Junichiro Tanizaki has not been

fully investigated cither.This paper presents his personal history based on various data, infomatiOn and inter―

views with members of his fanlily。
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品

・
香
料
を
買
い
集
め
、
化
粧
品
製
造
に
熱
中
し
、
か
か
し
や
開
店
の
際
に
は
、
自

粉

・
化
粧
水

・
香
油

・
歯
磨

・
洗

い
粉
ま
で
、　
一
切
自
分
で
製
造
し
て
売
り
出
し

た
。
そ
の
中
で

「碁
石
形
眉
墨
」
が
よ
く
売
れ
た
た
め
、
そ
れ
で
生
計
が
支
え
ら
れ

た
。
（こ
の
頃
か
？
）
ア
メ
リ
カ
で
成
功
し
た
父
方
の
従
兄
が
帰
国
し
て
、
四
谷
で

馴
染
ん
だ
芸
者
を
落
籍
し
、
草
人
が
も
と
住
ん
で
い
た
大
久
保
の
家

【西
向
天
神
下

の
草
人
草
堂
？
】
に
世
帯
を
持

っ
た
が
、
再
び
ア
メ
リ
カ
に
戻
る
こ
と
に
な

っ
た
た

め
、
そ
の
女
を
女
優
に
仕
立
て
て
く
れ
と
言

っ
て
、
草
人
に
預
け
て
行

っ
た

【後
の

一
条
汐
路
】
。
こ
の
従
兄
の
付
き
合

い
で
、
吉
原
角
海
老
に
泊
ま

っ
た
際
、
草
人
は

お
職

ｏ
揚
巻
を
あ
て
が
わ
れ
た
が
、
た
だ
世
間
話
だ
け
を
し
て
帰

っ
た
所
、
四
五
日

後
に
揚
巻
が
か
か
し
や
を
訪
ね
て
来
て
、
そ
の
後
、　
三

一度
揚
巻
の
許
に
通

っ
た
。

揚
巻
は
吉
原
の
大
火

【
Ｍ
４４

ｏ
４

・
９
】
前
後
に
身
請
け
さ
れ
た
が
、
そ
の
旦
那
と

共
に
、
女
優
に
な
り
た
い
と
言

っ
て
来
た
。　
一
条
汐
路
も
揚
巻
も
、
も
の
に
は
な
ら

な
い
事
が
分
か

っ
て
い
た
が
、
有
楽
座
が
女
優
を
募
集
し
た
時
に
、
草
人
が
保
証
人

に
な

っ
て
廻
し
て
遣

っ
た
。

※
田
中
栄
三

『明
治
大
正
新
劇
史
資
料
』
に
よ
れ
ば
、
有
楽
座
女
優
劇
は
、
帝
劇
女

優
劇
を
真
似
よ
う
と
し
た
も
の
だ

っ
た
が
、
半
年
程
度
の
に
わ
か
仕
込
み
だ

っ
た
た

め
、
Ｔ
１
／
１０
、
Ｔ
２
／
１
、
４
の
三
回
試
演
し
た
だ
け
で
、
惨
惜
た
る
結
果
に
終

わ

っ
た
。　
一
条
汐
路
は
三
回
と
も
出
演
し
て
い
る
。

※
武
田
正
憲

『諸
国
女
ば
な
し
』
に
よ
れ
ば
、
草
人
は

一
度
、
新
吉
原
の
大
籠

・
大

文
字
に
遊
ん
で
、
お
職
の
大
巻
に
惚
れ
ら
れ
た
。
そ
の
大
巻
が
、
大
久
保
の
草
人
の

家
を
訪
れ
た
事
が
あ
る
。


